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金澤蟹科犬學薬物學教室
   （石坂教授指導）

「ヒナアルカロイド」特二「アポヒニン系誘導

  髄二就チノ實鹸化學療法的研究英ノー

試験管内浦毒試験並二

動物二対スル毒性試験

岡  本   肇
  （昭和5年10月31日受附）

本書翁女ノ要旨ハ跣二昭和5年4月2日之ヂ第4回日本藥理撃奮二於テ報告セリ。
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第四章 緒  論

結   論

 「工一ルリツヒ」ニョリテ開拓セラレタル化學療法（Chemothe・・pi・）ハ主トシテ原鎧性疾患

二其効果ノ偉大ナルテ思ハシメタルモ，吾人ガ日常最モ歴々遭遇スル細菌性疾患三野シテ化

學療法テルモノハー時金ク絶望硯セラレタノレガ如キ有様ナリヰ．

 然ルニ玉910年頃ヨリ「モルゲンロート」ハ「マラリヤ」ノ特効薬トシテ周知ノ「ヒニン」テ還元

シテ得タル「ヒドロヒニン」系（父ハ「ヒドロクプレイン系）ノ誘導濃二就テ汎ク研究テ重ネク

ル結果，遼二肺炎双球菌感染二対シ「エチールピドロクプレイン」（「才プトヒン」）ガ卓効アル

事テ確讃シU川〕㈹14川川1，繊イチ連鎖状球菌，葡萄状球菌叉ハ瓦斯ブランド菌二鄭シ「イ

ソアミールヒドロクプレイン」（「オイクピン」）及ビ「’イソ才クチールヒドロクゾレイン」（「ヴ

チン」）ガ特異ノ消毒力ヂ褒都スル事チ焚見シエ7川川川O〕，鉱二細菌性疾患二対スル化學療法

ノ端緒テ開クニ至レリ．

 「モルグンロート」ノ此研究ガー皮ビ山二獲表セラルルヤ「オプトヒン」ハ肺炎双球菌性疾患

殊二「グルーブ性肺炎二対スル撮モ信頼スベキ特効薬ナリドシテ，幾多臨床馨家ニョリテ盛
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二確用セラレー時八世ノ異常ナル掌讃テ博スルニ至レリ・然ルニ共後臨床實験ノ数ヲ架ヌル

ニ從ヒ「オプトヒン」ニヨリ厘々一時性叉ハ永久性失明ヂ來ス事アルノ｛ナラズ，其効果モ亦

最碗期待セラレタル穣穎著二非ズ，動物實験二於テ殆ド効果無キ「ヒニン」ガ表Pツチ人間ノ肺

炎二対シ之ラ非経口的二役輿スルトキハ彼ノ忌ムベキ硯肺経障碍テ惹起スル事ナク而モソノ

効果二於テヨクrオプ木ヒン」二匹敵スルモノアル事漸次明白トナルニ及ビ（lT川2川3川ヰ〕，現

今二於テハ∬一1∫炎二釣シ「オゾトヒン」チ用フル事比較的稀ニシテ圭トシテ音ク「アウ7レヒト」

（15」倣ヒ非樫目的二「ヒニン」テ鮒日ノルノ傾向ニアルガ如シ．（肺炎双球菌姓萄行性角膜淡

泌二対シテハ「才プトヒン」ノ廠用命向行パル．）

 吹二「ヴチン」及ビ「オイクピン」ハ欧州欠戦ノ勃襲スルト共二野戦ノ複雑ナル創傷二釣シテ

鮒Uセラレ，種々ノ創傷鰹染特三二瓦斯ブランド．」ノ防禦二対シ著シギ効果テ質シダリト云ア

U2〕。鯛來此爾物質ハ深遠控又ハ艘内消毒剤トシテ諸種ノ化膿性疾忠二対シ騰叩セラレタル

鹿テルモ，此等ノ物質モ亦硯榊脛障碍テ惹起スルノ鉄鮎二於テ「オブトヒン」ヨリモ更二大ナ

ルガ鳥メ，次デ「モルグンロート」ガrアクリヂン誘導鐙ヨリrヴチン」，rオイクピン」ヨリモ

遥二鰻房ナル封繊濃1性渦毒薬rリファノール」チ獲兇提供スルニ及ビ’U6〕，漸1欠其ノ聲1債テ失

墜スルニ至レリ．

 此ノ姉ク「才プトヒリ，「クチン」及ビ「オイクピン」等ノ「ヒドロクプレイン系物質ハ臨味

上或ル程麦ノ清衷効果テ方スト雛モ，何1ノモ共薬用最二於テ硯榊経障碍チ意趣スルノ鉄銚テ

布シ，未ダ皿テ理想的化撃療法制トスル二足ラズ，災二研究ノ歩テ進メー暦慶秀ナル物質チ

僧ン事吾人ノ均シク渇望スル所．ナリ、

 今「ヒニン」ノ化撃鱗造チ湖ルニ第1表二示スガ油ク，共分子ハ少クトモ之二合成的操作チ

施シ得ベキ3個ノ側鎖帥チ

 （1）「ヒヌグリチン核ニハ不飽和座瞭子團タルV｛nylgruppe（一CH＝CH2），

 （2）「ヒノリン核ニハMothoxylg・・pPe（山0CH畠），

 （3）「ヒヌグリチン核ト「ヒノリン核トチ連綿スル橋部ニハHydroxy1gruppe（一0H）

テ具有スルチ見ル、

 前記「モルゲンロート」ハ賢二「ヒニン」ノ「ヴニール基テ還元シ「ヒドロヒニン」トナシ・，次

デー「ヒノリン核二於ケルー0CH3基ノCH13テ種々ノ高級アルキール」ニテ置換スル事二体ツ

チ得タル物馳ロチ「ヒドロクプレイン系誘導髄二就テ研究シタルモノナリ．

 惟7二硯榊経二対スル語1作rjハ「ヒドロクプレイン系物質ノ共通ノ献鮎ニシテ，「ヒニン」

ソ1ノ白身ハ硯紳維テ劇1タスル性質極メテ徴粥ナノレ事費ヨリ考ノル時ハ「ヒナアルカロイド」二

不確和唾側鎖ノ存・在スルト否トハ共生理作刀』上殊二硯瀞経二鄭スル侵碍性テ消一長セシムル鮎

二於テ何等カノ意義テ布スルモノナルベキニ倣到スルチ得ベシ．敬二着シ「ヒニン」ノ不飽和

性原子團チ存置セシメテ，「ヒノリン核ノーOCH1基或八橋部ノーOH基二種々ノ原子團テ

附加スル事テ得ソカ，薬物撃ヒ並二化學一張法的二幾多ノ興味アル問題テ提供スル事トナルペ

キハ鬼～｛象二姻韮カラズ．
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 余ハ同僚三浦氏ト共二約3年前ヨリ石坂教授指導ノモトニrヒニン」ノ不飽和性原子團テ存
                           ● ■ ●   ○ ■ ■ ● ● ● ■ ● ■ ・
置セシムル事二研究ノ重難ラ置キ化學療法的二有効ニシテ洞モ’在來、吊二優ルベキ物質ノ護見
● ● ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ o  ● ■ ■ ■ ■ ■ ■  ■ ● ●  ● ■ ■ ● ● ■ ■ ■  ● ● ● ● ■ ● ■ ● ● ●

考査二発メ來リシガ，英ノ間rアポヒニン」ガ研究ノ基礎物質トシテ特二興味アルモノニシ

テ，其「アル手一ル誘導髄中ニハ之二基雌スルrヒドロクプレイン系物質二比シ特種消毒効カ

ニ於テ更二優越セルモノアルテ知リ得タルテ以テ滋二今日迄確諮シ偽タル域綾ヲ報告セント

ス．

第一章化寧的事項概略

 「アポヒニン系物質ノ純化撃的事項二就チノ詳細ハ三浦氏ノ報告Un二譲リ，以下余八本

研究二便用セル各誘導髄ノ化學的事項ノ内侍二生物學的二重要ト認ムル織二就テ言已述セント

欲ス．

（！）「アポヒニン系誘導髄：本系ノ誘導髄ハ「ヒニン」ヲ還元セスシテ師チ共不飽和性原子團

 テ存置セシメテ，箪二「ヒノリン核二於ケルーOCH1基テ種々ノ高級アノレヰール基ニテ置

 換スル事ニヨツテ得タル物質ナリ．

 由來「ヒニン」ハ化際上「クプレイン」ノ「メチールエーテル」二相當スル物質ニシテ，

 Grimaux u．Arnaud｛1呂丁ハ初メテ天然産クプレイン」ヨリ箕rエチ□ルー，「ブロピールー，

 及ピ「アミール誘導髄テ合成シ，此等ノ物質ハ「ヒニン」ヨリモ解熱作用張キ事テ認メタリ

 ト云ア．耐シテ共役G1emsa u．Wemer〔1日iハ「エチールクプレイン」（印チCh1漱hy1in）

 ハ「マラリヤ」二対シ「ヒニン」ヨリモ滝カニ効果大ナル事テ報告シ，他方「モルゲンローリ

 ωハ「エチー2レクプレイン」ハ「オプトヒン」ヨリモ肺炎菌感染マウス」二割スル効果二於テ

 著シク多ル（？）ト云ヘリ．比ノ如ク從來「クプレイン系誘導髄（印チ「ヒニン」ノ同族列fヒ合

 鑓）二就チノ研究ハ送ダ興味アルベク思惟セラレ，謙學者ノ注目セル鹿テルモ，此ノ「タプ

 レイン系誘導魑ノ合成二必要ナル天然クプレイン」ハ現今世界的二鉄乏シ熱肺場二之テ

 求ムル事チ得ズ，文人工的’モ未ダ之テ合域スルノ途ナク｛20〕，從ツチ此誘導鐙二就チノ

 研究ハ金ク不可能ノ状態ニアリ．（rクプレイン系物質ノ生理作用二就テハ前記ノ三報告ア

 ルノミニシテ，何レモ半フジテ入手セル天然産クプレイン」ヨリ合成セルモノナリ．）

 上述ノ如ク「ヒニン」・・「タプ1ノイン」ノ「メチールエーテル」二相當スル物質ナルガ敬二理論

 的ニハ天然「ヒニン」ヨリ「メチール基チ奪取スル事ニヨリ営然「クプレイン」テ得ラルベ寺

 筈テルモ，實際ハ然ラスシテ比ノ際得ラルルモノハ「タプひイン」二非ズシテ其異惟鑓ナル

 「アポヒニン」ナリ．「アポヒニン」ハ「タプ1ノイン」ト典化學構造卜如何糠二相違スルヤハ向

 明確ナラズト雄モ此爾物質ノ構造ハ極メテ相類似スルモノナルベク（恐ラク雨折ハ単二光

 學的立騒的ノ異性鐙ニシテ，共化學構造ハ同一ノモノナラン）特二「アポヒニン」ハ「クブレ

 イン」ノ地ク共分子中二不飽和性原子團U7〕テ具有スル事確實ナルガ敬二，余ハ「アポヒニ

 ン」及ビ其「アルキール誘導鐙ナル「メチールアポヒニン」，「エチールアーポヒニン」友ビ「イ

 ゾアミールアポヒニン」二就テ實駿セリ．
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 蓋シ「クプレイン．」ラ待ル事至難ナル今日ニ於テハ化學構造ヒ扱モ之二近キ「アポヒニン」チ

 以テ研究ノ基礎物質トスルノ外途ナケレバナリ．而シテ前述ノ如クrアポヒニン」ハ「タブ

 レイン」ノ異性鰐ナルテ以テ「メチールアボビニン」ト「ヒニン」（「メチールクプレイン」）ハ

 五二異性鎧ニシテ而モ雨音ノ闘係ハ怜モ「アポヒニン」ト「クプレイン」二於ケルガ知ク，恐

 ラク共分子構造二於テ差異ナキモノカト思惟セラル．

 「アボビニン系物質二就テハ珠ダ全ク薬物學的研究ナク，其ノ化學療法的贋値二就デモ亦

 從來何等ノ記載テ見ズ，偶力本年2月二至リM・i・ne・u，He・冨・＝21〕ガ「エチールアポヒニ

 ン」ハ試験管内三於テ結核菌ノ褒青二対シ抑制的効果アリト報告セルモノアノレノミナリ．

（2） 「ヒドロクロロルヒニン」：ハ「ヒニン」ノ「ヴニール基二一分子ノHαヲ附カnシタルモ

 ノニシテ，「ヒドロヒニン」ト同様飽和性物質ナリ、本物質二就テハ甑二H・・tωノ薬物

 學的研究アリテ，氏ハ「ヒドロクローノレビニン」ハ「ヒニン」ヨリモ渦血動物二対シテハ毒性

 少ク，滴鑑二対シテハ毒性大ナルガ敬二流療上意義アルベシト云ヘリ．其後「モルグンロ

 ロト」八本物質ハ「マウス」ノ「トリパノゾロマ感染㈹二対シ「ヒニン」ヨリモ効果アルモ，

 肺炎菌感染〔2〕二冊シテハ全然無効ナル事テ實験報告セリ．蜘チ此等二先人ノ報告ヨリ見ル

 ニ，「ヒドロクロールヒニン」ハ化學療法ノ基礎物質トシテ柵営興味アルモノナルベキヲ思

 ハシム．余ハ先ヅ「ヒドロクロールヒニン」ノ「ヒノリン核二於ケル「メチール基テ「エチー

 ル基ニテ置換シタル物質印チrエチールヒドロクロールアポヒニン」ノ湾毒作川二就テ検シ

 タリ．木物質ハ「オプトヒン」ト同様飽和性物質ナルガ中性盤酸髄トシテハ「オプトヒン」ヨ

 リモ著シク水二難溶ナルノ憾アリ．

（3） rアセ天一ルヒニン」（火ビ「アセチ1ノレビニヂン」）：

 本物質ハ「ヒニン」分子（父ハ「ヒニヂン」）ノ■一ヒノリン核ト「ヒヌグリチン核テ連絡スル橋部

 二於ケノレーOH墓テ「アセチール化シタルモノニシテ，此箏爾物質ノ心臓作用二就テハ余

 ノ駆二報告セル鹿ナリ｛24）．

（4）「ヒドロクブ1ノイン系誘導髄：本系多藪ノ誘導鰯中条ハ特二「エチールヒドログプレイ

 ン」（「オプトヒン」）及ビ「イソアミールヒドロクプレイン」（「オイクピン」）ノニツテ取リシ

 所以ハ之二韮搬スル「アポヒニン系物質即チ「エチールアポヒニン」及ビ「イソアミールアポ

 ヒニン」トノ優劣テ比較観察ゼンガ鷹メナリ．

 以上列言巳セル各誘導鐙ノ化學的開係テー括表示スレバ次ノ期シ（第工表参照）．荷從來ノ代

表的消毒剤タル石炭酸テ適宜比較實験列内へ挿入セリ．
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第二章 試験管内泊霧試験

 凡ソ髄内消毒二通スル物質ノ試験二當リテハ先ヅ被検物質ノ試験符内消毒カラ検シ，次デ

該物質ノ動物二対スル毒性及ビ動物磯内二於クル満溝効果ヲ機シ，最後二人髄二及ボスラ以

テ普通ノ順序トスルガ敬二分ハ光ヅ上言じ諸物資ノ連鎖炊球菌，葡碓㈹永菌及ピ胴淡双球菌ノ

三病原菌二対スル試験｛守内消毒試験ヲ行ヒ，典成綾二就キナ滋二記述セントスルモノナリ．

倫本質験二使用セル踊株ハ総テ之テ木琴納菌禁教室令教授ノ御原意ニョリ分譲セラレ幻レモ

ノナリ．

               第一項實麟方法

 （1）「メチウム」トシテハ次ノ三種ヂ選ベリ・

  （イ） 10ラち一20％血1言書フ“イオン」。

   家兎血蒲チ58度（℃）ニテー時間慶瑚シ，非働性トナシタル飛ノ1－2分ト毯遡ブイオン」9－8分ト

   チ無菌的二浪ジ，後48時間38度ノ艀竈中二放置シ，絶勤二無菌的ナル事チ確メタルモノ・

  （口） 普通プイナン」．

  （ハ）蒸欄水．

  葡萄秋球菌ノ如ク抵抗力大ナ〃菌種二鐵シテハ普湿プイオン」叉ハ蒸鍛水テ使用シ，適鎖蝪球溺叉

  ハ肺炎双球菌二軸シテハ主トシテ血清ブイナン」ブ使用セリ．

 （2）後培養基トシテハ主トシテ5－10％血液寒天平板及ビ普通寒天平板サ伎川シ，時ニハ1O％血蒲プイ

  オy」チ州ヒダリー

 （3）被検藥液・實験1ニハ紙テ稜検築物ノ咋性騒酸鞭溶液テ便川セリ。而シテ穣検物質ハ総テ純晶ニシ

  テ，特二「ヒニン」（叉ハ「ヒニヂy」），「オプトヒy」及ビ「オイクピン等ハ「チンメル會肚製ノモノヂ再

 三精製ノ上實験二供セリ．禽溶液調製二世リテバ水素イオン濃度ノ差異が璽験成績二影響スル慮レア

  ルが敬二，常二「アルカロイド盤基ノー定量チドリ，之二1／10定規駿酸ノ計算量テ加＾，少量ノ蒸鰯

 水テ法ギ，完全二溶解セシメタル後更こ蒸鍛水テ加へ以テ所要ノ濃凌トナセリ．（之チ原液トス）

  一般二「アルカロイド騒ノ水溶液ハ「ブイオン等ノ「アルカリ性溶液ニョロ容易二湖殴ヲ・生ズルモノナ

  ルカ敬二・原液ノ濃度ハ「Iメチウム」ト原液トチ混和スル際二沈澱テ生ゼザル範園二於テ可及的大ナラ

  シメタリ・尤モ極軽微ニシテ所湖Opmミ王e・・程度ノ撤濁ハ殆yド考慮スル二足ラザルモノナハ．ス・

 薬液ハ實験ノ郡痩新二之テ調製シ，決シテ陳蕾ノモノチ使用セサリキ．

 （4）賞験術武・先ヅ試験管立二所要籔ノ滅菌試験管（控1，7極，長サ12糎）テ架列シ，英綿栓チ波キ，之

  チー日吉減蔚シートーレ」内二保存1ス。1欠デ第1管チ除ク他ノ試験管二豚要「メチウム」2蛇宛チ分法ス．

 第1管ニハ穣検薬ノ原液ノ少量チ人レ更二之二通常量ノ「メチウム」チ加ベテ金量チ4蛭トナシ，充分

 混和シタル後共2ヨ毛チ第2衡二移シ， 強ク混和ス．以下順次各管へ2姥宛ヂ送リ量｛麦ノ管…1リ2蛭テ

 捨ツ．期クズル時ハ各管ノ内容ハ総テ2蛭ニシテ柄モ被検藥ノ濃崖ハ2倍宛ノ遜下稀鐸トナルベシ・

 次ヂ各管二被験菌ノ24時間液鰐培養（Vo肌・Hu・父ハ之ヲ’1／2一ノ25二稀緯セルモノ）ノ2－3滴宛テ

 滴Iトシ，次デ綿栓テ施シ，罰ク帳蟹シタル後艀竈11・二納ム・耐シテ菌液テ混和シテヨリ2時間父ハ24

 時間ノ後各管ヨリ1白金理宛テ深リテ之ヂ後培養基二移殖シ，後培養基テ24時間38度ノ艀語中ニテ堵

 養ス．一カ2蛭ノrメチウム」二単二2－3二滴ノ菌液ノミチ加ペタルモノナ叢欄トナシ，各列二1本宛
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                                             HC＼i／CII・

                    紬盲ym・・砒i・ph・K⑪hl…t・rf舳m・  N
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 R1－CH‘CII2
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 R1－CH＝CH2
HCOH  I昌。証my1cuprein
太。＿OC．H］1（Chi㎜myli口）

 ＼口’一一一一’     Cuprei皿d砒ivate

 R1－CHヨCII2

HCOH   Aethylap⑪chinin

1｛2－OC2H5

 R1－CH！CII呈

HCOH    I50amy1乱pochil〕in

  R2□OC5H11

㌧｝一      Apoc11i日i皿der1職止e

 R］一CH＝CII2

HCO．OC．C旺3

 R2－0CH3

 Acetylchi皿in

－11■I口
・A㏄tylchi皿丘dim

 R1－CHCi－C皿3
HCOH   HydrochIorobinin

 R£一〇CH3

 ↓Ent・皿舳y1ie・mg

 Rl－C皿1C1－C正丁3

IICOI工 Hydroch1o咽pochin三n

R2－OH
 ↓Methy1i航ung

 R1＿CHCI－C1≡113

HCOH Methy111ydrochlompoohini腕

R2－OCH昌

 R1－CHC1－CII3
HCOII Aethy！hydrocb1o冊po出in三n
  1    ・・一“■

 R2－OC2H5

 Deri帆te d－es Hyd了。chlombinins

r諌／1，「アポヒニン．jノ構ミ董ハ化學的二未＝

    確定ナレド毛恐ラク「クプレイン」
     トノ關係ハ．単二光撃的ニシテ，繭

    者ノ化學構避ハ同一ナル毛ノド思
    惟セラ1レ。

   2，下線テ別ク〃八本賛験二供セルモ
     ノナリ，
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 置キタリ．

（5） 威綾少健一（イ）「メチウム」ノ禰濁如何二当リテ菌援青二甥スル抑制作用ノ有無テ鋼ル・即チ菌ノ

 費育スル十透明ナリ事「メチウム」二特異ノ洞濁ヲ・外ズル毛，葡蟹育ノ抑駆セラレタル「メチウム」ハ金

 然透明二留ルが敬二殆yド少健二苦シム事ナシ．

 （口）後培養地二於士ル菌聚藩（液艦培養ナル時ハ鰯濁）ノ援生如何ニョリテ殺菌作用ノ有無チ畑ル．但

 シ雑菌迷入ノ疑アル時ニハ染色，培養等ノ方法二…1リテ之チ判別セリ．

耐シテ鼓二注意スベキハ澗毒試験ノ成績タルヤ革二共旗験報告ヨリ見ル時ハ極メテ不同ニシテ，同一研

究者ガ同一一ノ薬物テ用ヒテ試験スル場合二於デモ，「メチウム」ノ性状，菌株ノ相運，蔵量ノ多寡，作用

ノ長短等賞験傑仰テ異ニスレバ其成績二著シギ相連テ球スモノナルガ敬二条ハ勿論名物質ノ沿毒カノ比

較ハ之テ総テ同一候俳ノモトニ行ヒ，叉同一比較實験ハ之チ少クド手2回以上二歩リテ反覆施行シ，英

結果ノー致スルチ．見デ副メテ各物質ノ滑毒カノ強弱テ判定スル様努メタリ．

           第二項 連鎖状球菌二就チノ實験

 本實駿ハ次ノニ種類ノ連鎖状球菌株二就テ施行セリ．

  （1）「アロンゾン株

  （2）山田株（丹毒ヨリ分離セルモノ）

 右ノ雨菌株ハ共二溶血性連銭状球菌（以下連菌ト略記ス）二麗シ，血液寒天上二著明ナル溶

血掃テ形域ス

   （イ）實竣成紬

 第2表A火ビlB二示ス實駿例（rメデウム」ハlO劣血L浦ブイオン」）ハ連菌（山田株）二対スル

「ヒニン」，「アポヒニン」，「メチールアポヒニン」，rエチールアボビニン」，「イソアミ一ル

アポヒニン」，「ヒドロクロールヒニン」，「アセチールヒニン」及ビ石炭酸ノ八物質ノ漁毒カ

テ夫方同一候俳ノモトニ比較實験セル威綾ナリ．

第二表（B）溶血倣連鎖状球菌（山田株）

        B
＼
＼

h．

、石炭酸
■

血液寒天
1血清プイナン

稀緯倍数＼
■

＼．
2 24

1：1OO O O 透明
1：200 糾 O 〃

11400 冊 十 〃

2司

11800 冊 冊（十）一 〃

1：1600 糾 出 濁濁
113200 柵 十＾ 濁濁

勤 照 冊十 耕i潤濁

【69】



314 岡  本

  螺
  震
  N
  驚
  壁
  穫
  担
  冒
  、
  頼
  智
 rλ へ未 辱
 乍㌻牛 ヤト医黒
 ト撰砦鍬
 挺岩萬鴬
饗萎鞭
雷。寸N岨

頼r醐屋黒
薫く
義ミ芸簑

撰L揮皐惑く
剴（（（（、■ N的寸」oξ

装

（
串

～

貞

く

蝋

11

織

 、 l1
，x’
lll！茱
’’ト
柘某ミ
トト1
ム ム〃

llト十中＼
スHヤ箇
謹欝趨退
麟騒鍵俣

。』㎞よ

 λ
 ”
 ■〉
 ミ11
 l’
 目ミ 、
 “1 ”
 巨十x』
 』ギ11毛
 ’ト’ト
墨響灘灘趨
蘇騒騒騒鍵
糧（（（（
菰由。o屯

閉1三≡主ザ111さ、ミ章業

ミ数ミ白・・・… 幸圭奉
、  憎
  ’～N・・O‡孝幸幸奉華  匂
  剛寸話 典麗  襲
い、一N一”岩ぺ 鰯  国鰻   鰻
、婁×1寸1oo＋一孝幸．．．幸
一 鮒 引1
ト著・十全幸孝幸… 幸
ム・！

。T二「

ト羊1

xト．

二、

川

司，
半

ト

九

簿米

ヰ≡
米

納
灘
官

詩

守
㎝

困

撰ミ1萬＝

式、

以i
撒
袋
官

詩

。1

  λ・  禦  ←1寸 x  N
川…求c↓
 ρ 鮒iN
  灘   」N  寝．
  λミ1撰米実
坦↓ぼ
  沢寸㍑鍬Nト 襲
   N  ．昌
 「 λぺ禦朱
   萬iロハ岩Σ
＾1ザ＿卜一一
  朕二’1襲萬
■ ！

 1月

／ 溝

思   鷺窺    窺

鱒  国展   璽

OOO孝幸…  幸
‡孝幸華幸…  幸
雷    窺    窺

蝿   鰻  一鰻
OO○十賞幸…  幸
十華幸美幸…   幸
忠  鰹窺窺    、璽

繍 国国典   国

OO孝幸華…  圭
‡幸圭孝幸…  幸
雷窺蟹      輿
蝿鰻鰻     輿
○孝幸・・…  華
孝幸幸・・…  幸
思  聖賢    輿
 ミ ミ     ● ． ■

鰯  曝曝   国

○O＋o幸隼…  幸

OOOOOOOO廠。 o o o ∈〕 o o o  咲。 ∈， o o o o o 0

HN吋OOりNぜO〇    一  ζo ，o o，

HHHH’．“’．    H H H I－       H        薪

 糾
 浄
 揮
 襲
へ

｝

 κム丁 帽
、

 ホ離渥轟
 、繋湾
 、轟轄
 へ、へ ’』

箏11バ窯
へ蟹｝）
｝蔀ヘ
ミ、亀く
崎中堅｝
、ミ山ミ
剖十τ奈
禦轟Hギ
1，箏皐剖
義民灘翻
亭…瑠幾、
令く鮒捜
糠蟻ミ綜
醗壌ト裳
揮綜亀李
11へ”l1
渥優箇唐
曇曇異異
牛串牛岸
蜆111111
筆‡十○

q
陽

即チ右表テ通覧スル÷連菌（川旧株）二対シテハ何レノ物質二就デモ・消毒作用チ認メ得ベ

シ，就中「イソアミール魑ハ共作用特二強大ニシテ，「アポヒニン」之二盟グモ而モ術「イゾア

｛一ル鑓二比スレバ遥二弱キナ見ル．耐シテ「メチールー及ビ「エチールァポヒニン」並二「ヒ
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ドPクロールヒニン」ノ三者ハ共作用互二相伯仲シ，「アポヒニン」ヨリハ梢弱卒モ「ヒニン」

ヨリハ梢彊ク，叉rアセチールヒニン」ハrヒニン」ヨリモ弱ク，石炭酸二至リテハ共作用』最モ

微弱ナリ．例之作刷24時間ノ殺菌威綾ノミニ就テ観察スルニ，「イソアミールアポヒニン」ハ

1：32．O00ノ稀薄液ニテ蛎二完全ナル殺菌作用テ襲揮シ，「アポヒニン」及ビ「メチールアーボビ

ニン」ハ之二亜ギ1：4，000液ニテ殺菌作畑ラ現ハステ知ル．耐シテ「エチールアポヒニン」及

ビ「ヒドロクロールヒニン」ニアリテハ其114，000波ニテハ殺菌作用求ダ不完全テルモL2．O

00波ニテハ完全二殺菌ス．叉「ヒニン」ハ1：2，000液ニテ更二「デセチールヒニン」ハ11L000

液ニテ殺菌作用テ護揮シ，石炭酸二至リテハ其ノ1：200ノ濃厚液ニテ初メテ此作用テ呈ス

ルニ適キズ．

 更二殺菌効果ト作用時間トノ關f系二就テハ何レノ物質ニアリテモ病毒効果ハ共作用時間ト

芙二増進ゼルテ見ル。今例テ「イソアモールアポヒニン」ノ場合ニトリテ観ル二作用2時間二

於クル殺菌限界濃度ハ1：4，000テルモ作；用24時間二於テハ1：32，000ニシテ，即チ22時間内

二rイゾァミ＿ル燈ノ滑毒効果ガ8倍二増強ゼルテ誌ムベシ．

 攻二「アロンゾン株二就テ同僕ノ比較試験チ行ヒダルニ，第3表二示スガ如ク裁ニモ「イソ

アミ｝ルアポヒニン」ノミ燭リ格段ノ消毒作用ヂ護揮ゼルテ見タリ．

        第三表溶血性連鎖状球菌（A・㎝・剛

   1）試験藥物 丑）髄酸アセチールヒニン   b）麗酸ビニy
          C）髄酸アポヒニン      d）騒酸メチールアポヒニy
          e）鱒酸エチールアポヒニン   f〕駿酸イソアミールアポヒニソ
   2）「メチウム」・・…・1O％血蒲プイオン

   3）薗   量……24時間血清プイナン培養チ2滴宛
   4）作用蒔間・…・・24時間
   5）後培養地・一・5％血液寒天平板

          証      b     c   l  d       e    l

㌻、、

稀繰借鞍

 アセチー
      ビニy アボビニソ ルヒニン
  一    1  －    l  1
血液一血滴プ血液血清プ血液血蒲プ血液
寒天≡イナ㍉寒天．イオンf寒天1イオン寒天

TL．・・1τ1・・〆・r・・

1メチール ェチール イソアミール
アホ’ヒニン  アホjビニy  アポ’ヒニソ

］：500 ＋ 透明 ・
      2
－1，000什（十）〃 十
          3
：2，OOヅ淵■瀞蜀」井

：4・000≡冊1潤濁≡冊

：ε，0001糾澱蜀；糾

：16，OOO  糾 ！濁濁 淵

132・000、柵．濁濁1冊

164・000 ． ．！冊

＝128，000    ．    ． 一 ．

    ■   1
：256，000  ■  ．  一  ・    ．

  照 耕一溜濁≡冊

透明

〃

洞．蜀1

酒澗

溜1蜀一

洞蜀．

・・ ｢
 透明O（淋）O
十
29

せ

桝、

純一

冊

鯛1冊1
．  。i

醐」州

血清プ血液
イオ㍉寒天

野

・・1・・

血清プ 血液コ血清プ

・イナγ 寒天1イオン

24  24124

     醐10透明

透明十〃O 〃   蝸
 〃  料   〃  十    〃

        畠2．

調冊 P鰯糾．（黒巌）
潤1蜀 舳i瀞蜀 淵 湧濁！

濁濁冊1鯛≡糾濁潤一
・調併1繊i冊．濁濁
 ・  桝  楓蜀r冊  濁  寺蜀

   拙・ 濁燭  州・一’濁 濁

掴潤一冊，圃濁1舳頼濁、

O
O
＋
2

＋＋

糾

柵

柑

拙

透明

〃

〃

〃

濁濁

鰯濁

濁濁

掴濁．
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 例之菌襲育阻止作用二就テ湖ルニ「イゾア｛一ル髄ハ］：32，000ノ稀薄液ニテ既二菌護育テ

阻歴ス・耐シテ「アポヒニン」並二其ノ「メチールー及ビ「エチール誘導磯ハ何レモ1：4000波

ニテ此作用テ援揮シ，又「ヒニン」ハ是二亜ギ1：2，000液ニテ，更二「アセチールヒニン」ハ

エ：1，000液ニテ菌護育テ阻止ゼルテ認ム．

 以上ノ實験ニョリ「イソアミールアポヒニン」ノミハ濁リ格段ノ消溝カテ有スル事テ知リ得

タルテ貝テ更二条ハ之ト「ヒドロクプレイン系ノ之二対確セル．誘導誰卯チ「イソアミールヒド

ロクプレイン」（「オイクピン」）トノ消毒カテ比較研究セリ．第4表ハ山田林二就テ，及第5

表ハ「アロンゾン株二就チノ比較實験（共二10、宕血清ブィオン」チ「メチウム」トス）ナルガ何1ノ

ニアリテモ「オイクピン」ト「イツアミールアボビニン」トハ兵ノ消毒効カニ於テ殆ド運庭ナキ

テ見ル．

第四表 溶血性連鎖状球菌（山田株）

1）試験業物

2）「メチウム」・・

3）菌  量・・
4） f年月｛画芋居珂・・

5）後培養地一

 皿）騒酸fゾアミールプポヒニソ
 b）騨廼菱ナイクピソ

・… PO％血清プイオソ
・一・・ Q4時間並溝プイナン培養ノ1O倍稀緯液チ2滴宛
一2晦聞及ビ2伽岳間
川・ T％血液寒天平板

    ！、．＼
    ，               ユ

稀繰倍数＼
    ＼
 ll㈹l
 18，OO01
 1 ＝16．000

 1  32，O00  ■

 1：64，OOO －

1 ：128，OOO  ≡

野   照

        一  ヒ ドロクフ．レインj系
アポヒニン系ノ誘導髄 1 ノ．誘導鵠

   a
イツアミーイレアポヒニン

血液寒天

2  24

○

什

冊

柑

冊

冊

糾

O
O
O
＋

仲（十）

柑

冊

血一清ブ

イオy

24

屈明
（沈折）

透明

 〃

 〃

軽度二

溜濁
酒濁

濁濁

 b
オイクピン

≡血液寒天1糟二

2  24

十
4

そ十

糾

州

拙

柵

冊

O
O
O
 ＋
 2
村（十）

什

冊

124
透萌□
（洗株）

透明
 〃

 〃

椿掘濁

濁濁

楓濁

第五表 溶血性連鎖状球菌（A『ons㎝〕

1〕試験業物

2）「メチ．ウム」・・

3〕蘭  量・・
4） ｛乍用1旧串臓1・・

5）後培養地・・

 乱）髄百菱イソアミールアボビニン

 b）唾愚酉菱ナィクビシ

ー10％血滴プイナン
ー24時間並滴プイオン上苫養ノ10暗稀繰液テ2滴宛
・… @24日手品切

・・一
T96二面1言表三寒ヲく午布～
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月物質
喰
  電
稀緯倍較

用・1

1 2．0001

1 4．0001

 1 ：16．000

 1 32，000i

 1：64，000－

1：］28・OOO1

野   照

アポヒニy系
ノ誘導魑

 aイツアミール
アポヒ白y
血液寒天！脱

＾。；「一r7一
＿，⊥．

1繍
○

十
13

一ト

14

糾

柵

柵

透明
 〃

 〃

掘濁

濁濁

掘濁

1＝1ドログフ．レイ
．．二と系．イー誘婆撰．．．一

  b
 オイクピン

晟那彩
す午一
・幡潟
○麿噌

：”
9

＋   〃
τ3

冊 楓濁

什 濁濁

排 濁濁

 四二第2表ト第3表及ビ第4表ト第5表ノ實磁成績テ夫々郵比スルニ山田裸トrアロング

ン株｝ノ此等消毒剤二帯スル感受性八大鎧同一ナノレテ知リ得ベシ（数字止二於ケル僅少ノ差

異グ之テ菌量，「メデウーム」バ腔状等ノ姉ヰ菌株以外ノ實駿條件ノ相違二因ルモノト孚ロスベキ

ナリ．）

  （口）實織成績概括

以止連鎖状球菌二就チノ試験管内消毒試験ノ成績テ概括スレバ各物質ノ作用關係八大証第

6表二示スガ如クニシテ，之テ便宜上国示スレバ第1圃ノ如シ．

第  六  表

、、＼．．、曹 種1

ヰ

（

石  炭  酸
’ヒドロクロール七島ソ

アセチー〃ビニγ
七     ニ     シ

ア  ポ  ヒ  ニ  ソ

メチールアポヒニソ

ェチールアボbニン

イ。ゾアミー’レアボヒニy

ナ イ ク ビ ン

溶血性連鎖状球菌

 10％血清プイナソ

殺菌濃度 ド菌襲育阻止濃度

11200

1：4．000

111．000

1：2，q00

14．0001

1 ：2，000  －

1：2・000i

1 ：32，OO0

1：32，OOO1

1．800

114，000

111．000

1：2．000

1：8．000

1：4．000

114．000

1：32．000

1132，OOO
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1：30，000

1：20，000．

1：lO，000

ユ：5，O00

第   一  圏

岡

轡血性理顧號球繭

  早謝ヌκ

 滴簿作用
 〔作刷二十四暗闘〕

石 ヒ
  ド
  日
  ク
  ロ
炭 1

 ル
  ヒ

酸 ン

ア

セ

チ

〃

ヒ

ン

ヒ

ン

ア  メ

 チ
ボ  1

 ’レ
b  ア

 ボ
ニ  ヒ

y   ン

エ
チ

ル

ア

ボ

ヒ

ソ

イ

ソ
ア

ル

ア

ポ
ヒ

ソ

グ

ヒ’

本

部チ

 （1）「アポヒニン系物質

  連鎖状球菌二勤シテハ「イソアミー

  ルアポヒニン」ハ格段ノ消毒作用テ

  星シ，英消毒カハ「ヒニン」ノソレヨ

  リモ16倍強ク，叉石炭酸ノン”リ

  ハ約80倍甥大ナリ．而シテ「イゾア

  ミ■ルアポヒニン」ハ「オイクピン」

  ト略同等ノ消毒作用チ育ス．

  「メチールアーポヒニン」ト「エチール

  アポヒニン」 トハ其ノ強サ相f自イ中ス

  ルモ「アぷヒニン∫ヨリハ弱ク「ビニ

  ン」ヨリハ強シ．

  「アポヒニン」ノ消毒作用ハ「ヒニン」

  ノソレヨリモ2－4倍強大ナリ．

 （2） rヒドロクロールヒニン」．本剤

  ハ「ヒニン」ヨリモ清毒作用強ク，其

  ノ比ハ恰モ2ト1二相當ス．

 （3） 「アセチールヒニン」．オξ醐ノ渦

  毒作用ハ意外二微弱ニシテ，「ビニ

  ン」ノ2分ノ1二相當ス．

   第三項 葡萄状球菌二

       就チノ實験

 本試験八四種ノ黄色葡萄状球菌二就テ

行ヒ’「メチウム」トシテハ普通ブィオ

ン」及ビ蒸鰯水テ用ビクリ．

 輩シ蒸鰯水ヲ「メチウム」トスルトキハ

濃厚ナル「アルカロイド溶液デ腕7ルモ

普通ブィオン」叉ハ血清ブィオン」ノ場合二於クルカ如ク「アルカロ｛ド盤墓ノ沈澱テ生ズル

ノ虞レ無キナ以デナリ．

   cイ）實験域績

 第ク表呈示ス實験例（「メチウム」ハ普通プイ才ン」）ハ葡萄朕球菌（以下葡薗ト路記ス）878二

就テ，「ヒニン」並二「アポヒニン」及ビ英ノ「メチμノレー，「エチール｝，「イソアミール誘導

髄ノ消毒作用ラ夫々比較シタルモノナルガ，一目シテ「イソアミールアポヒニン」ノ消毒力ガ

他ノ側レノ物質ヨリモ遥二強大ナルヲ知ルベシ．

                  【74】
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例之作用24時間後ノ成績二就テ観察スルニ「ヒニン」ハ1：500波ニテ殺菌叉ハ薗震育阻止

作用テ護揮スルモ，英1：コ．000液ニテハ金ク効果ナシ．熱ルニ「メチロルアポヒニン」ハ

1：1，000液ニテ殺菌叉ハ薗護育阻止作用ラ現ハシ，共作用「ヒニン」ヨリモ榔量キナ見ル．

而シテ「エチールアポヒニン」｝「アポヒニン」トハ共作用略同等ニシテ］：1，000液ニテ葡菌

テ完全二段滅シ，1：2，000液ニテ典護育チ阻止ス，蜘チ是チ「メチールアポヒニン」ノ作用ト

劉比スルニ「エチールアポヒニン」及ビ「アボビニン」ノ両者ハ共殺菌作用前者ト同等テルモ。

           【75】



320 岡    本

菌護育阻止作用二於テ税前者二勝ル成績テ示ゼルテ見ルベシ．

 更二「イゾア｛一ル鑓二至リテハ共消毒作用逓二他テ凌駕シー：12，000ノ稀膵液ニテ既二

葡繭テ完全二死滅セシメ1典I：24・OOO波ニシテ狗薗護育ラ抑駆スル二足ルデ群ム・

 第8表ハ葡菌535二就テrヒドロクロづレビニン」，「ヒニン」，「アポヒニン」及ピ「メチ｝ル

アポヒニン」ノ消毒作州テ比較實駿セル域績ナリ．

第八表黄色葡萄状球菌535、

1）試験藥物

2）「メチウム」一

3）菌  量・・

4）作用時間・・
5）後培養地・・

 a）1騒酸ヒドロクロールヒニソ
 i〕〕麗酸トニン

 C）麗酸アポヒニソ
 d〕鯉酸メチールアポbニン
ー普通ブイオン
…・48時間ブイオン培養ノ2滴宛
｛・2時間及ビ24時間

…普滋寒天平板

＼  1 a  1  b C d
＼ ヒドロクロール1   ＿

Q主j．．ソ L上＿二y アポ七ニン
メチール
アポヒニン

十                          ■一   ’  … 0’           ｛＾

寒天千枚一プイナン 1寒天平板 プイナy・寒天平板 jブイナy寒天平板 ブイナツ

＼
一一一一1一一一一一一一

一

稀躍倍数＼ 224 24 224 24 224 24 224 24

F’1’
＿＿．」＿． ’■一

l  l
工：500 OO；

透明1（枕析）

十〇 透明 十〇 透明 OO 透明45 3

1：1，0001＋O 透明 糾冊 楓濁 十〇
〃 十〇 〃

  い1 ，い2．0001柵榊 24

薇二
5量

混濁 僻榊 縄濁 柵什 濁濁 拙榊 濁濁
いへ…｝．柵

濁濁 柵糾 濁濁 冊冊 掘濁 糾柵 楓濁

勤  照 冊糾 P濁濁 僻糾 潤濁 拙耕 混濁 冊糾 混濁1

 是二体ツチ瀬ルニrヒニン」，rアポヒニン」及ビ「メチールアーポヒニン」ノ作用開係ハ節7表

ノ實験成績ト殆ド全クー教ゼルテ認ム，而シテ「ヒドロクロールヒニン」ハ英消毒作用「ヒニ

ン」ヨリモ穐彊クシテ，ソノ1：1，000液ト「ヒニン」ノ1：500波トハ消毒効果略相匹敵スルチ

見ル．

 又第g表二示ス實駿例ハ葡菌252二就テrヒニン」，「ヒニデン」及ビ典専一ノ「アセチロル髄ノ

消毒作用テ比較セルモノ・ナリ。

第九表黄色葡萄状球菌252・

1〕一試験薬物

2）「メチウム」・

3）萄  量・・

4）作用時間・・
5）後培養地・・

 a）顕酸ビニy
 b）顧酸アセチールヒニソ
 C）盤酸ヒニヂン
 d）麗酸アセチールヒニヂy
・・… £ﾊプイナソ
…一
Q4時間ブーイオン’堵糞ノ2滴宛
・…．2日静晴罰2之ビ24n与席1

川普通寒天平板

  【76】
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塾 b C

ヒ ニ y アセチールヒニン ヒ星ヂソ
アセチール
ヒニヂン

寒天平板
茅ゴ
寒天平板 ブイナン 寒天平板

プイ
寒天孚板

プイ

オン ナン

稀爆借藪 1’山
2．24 ・・i… 24

  o一’ ｛…c1・・ 224 24．

1…500 十〇 透明 什〔十）什（十つ 楓濁（滑々軽1度〕 十〇 透明 柵榊 濁濁1 i畠

1：1，000 榊淵 濁濁 鼎  榊 濁濁 併柵 濁濁 糾冊 濁濁

112，000 僻榊 掘濁 柵  淵 濁濁 冊柵 濁濁 柵拙 掘濁

勤  願一 冊冊 濁濁 冊  鼎 濁濁 冊冊 濁濁 州柵． 梱濁

．師チ右表テ線ル、二「ヒニン」ドヒニヂン」トノ消毒作用ハ略同等ニシテ，英1：500波ハ作

用2時間ニシ子既二葡菌ノ大部分ヲ弗滅セシメ，更二24時間二於テハ完全二之ヲ縄滅セシム

ル二反シ，共等ノ「アセチ｝ル麗帥チ「アセチールヒニン」及ビ「アセチールヒニヂ’ジ」ニアリ

テハ英作用句レモ甚ダ微弱ニシテ，1：500液ニテハ作用24時間二及ブモ筒殆ド何等ノ消毒

効果デモ嚢揮セザルラ認ム．一郎チrヒニン」叉ハrヒニヂン」テrアセチール化スル時ハ消毒カ

ノ減弱テ來ステ知ル．以上ノ議費駿例ハ何レモ「ブイ才ン」内二於テ各消毒剤ノ作用テ比較實

験セルモノナルガ，余ハ更二蒸鰯水テ「メチウム」トシテ此等物質ノ消毒乃テ比較セルニ第10

表A及ビB二示スガ如キ結果テ得タリ．

    第十表（A及ビ皿）黄色葡萄状琴菌8ク8．（第七表ト同一株）

    ■〕試験襲物 ・〕靱酸アセチー’レビニヂソ   b）盤酸ヒニヂソ
         c〕盤酸ヒニン         d）聾酸アボヒ＝ン
         e）麗酸メチ“ルアポヒニソ    f）盤酸エチールアポ七宝ソ
         9〕鯉酸イツアミールアポ七ニン
    2〕「メチラム」・・・…事蓄鍵一水

    3）菌   量……24時間ブイナン培養ノ10倍稀榛液2滴宛
    4）作用時間・…・・2時間及ビ24時間
    ’5〕後培養地一善滋寒天平板
             A、

a b C e

アセチール
ヒニヂン ヒニン アボビニン

メチール エチール
ヒニヂy

1   － I■■■

アポヒニンー一一一一1一一’’1 アポヒニン0－0

寒天平板 寒天平板 寒天平板 寒天平板 寒天平板 寒天平板

稀 一山 一 一■一一，

■2124 2124□

2 24 2 ．24 2．24」 2 24

1：1oo O O O O O O O
OlOlO■O「1 一 OlO O

1：200 十 ○ O O O O O O・○一 O一

ユ1400 甘 ○ 十 O・ O O O OlO1OiO O12

1：800 冊 什 榊 O一 十 O 十 O 十 Ol＋ 11 O
1τ ll 29

1：i，6①o 柵 什 淵 十 井 十 十 O 什 ○；㌔十，什 O
冊 4 17’

1：3，200 冊 冊 掛 井 冊 十 十 O1冊 O
1里 43

O！朴
91

1：6，400 柵 淵 榊 甘 糾 十 朴 十（十）＝冊

ﾙ1・州
十

ψ 20

1：12，800 洲 冊 冊 併， 冊 糾 州 十 榊 十
砧 2T

1125，600 榊 柵 俳 借； 冊 淵 柵 ガ冊1 拙 冊1 冊 拙

1151．200 柵 冊 拙 僻 冊 拙 冊 拙． 耕1 糾 糾

数 照 柵 柑 排 糾， 冊 什 冊 柑1糾≡  □r」 州 榊
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B．

＼ 9
イソアミール
アポヒニソート■■■1

寒天平板

綿借籔＼
一         I   ■【   』 I＾I■山  一  I        一止  II I

・1・・
一一

1…300  ≡n O
1：600 O O
ユ：I，200 O O
1：2，400 01 Oi
114，800 十 O1

1：9，600 O O
1：19，200 十 O醐

ユ：38，400 什 O
1：76，8αO 柵 十

16

1：153，600 冊 十十

1：307，200 冊 拙

I：614，400 1冊1冊
勤 照 1冊r柑

岡   六

即チ右表テ見ルニ冬物質ノ消毒カノ比較的關係ハ殆

ド全ク上述ノ「ブィオン」内二於ケル消毒試験ノ成績二

一致スルチ誌ム、而シテ是二於デモ亦「イソアミール

ァポヒニン」ガ遥二優秀ナル消毒劇タル事ヲ知ルベ

シ、

以上ノ實験ニヨリ葡菌二対シテハ「イソアミールァ

ポヒニン」ノミガ獺リ格段ノ消毒作用チ星スル事テ知

リ得タルヲ以テ，余ハ更二之ト「オイクピン」トノ消毒

力ヂ比較セルニ第1］表（「ブィオン」テ「メデウム」トス）

及ビ第12表（蒸鰯水ヂ「メチウム」トス）二示スガ如ヰ結

果ヲ得タリ．

第十一表 黄色葡萄状球菌333．

1）試験藥物  乱）藍酸イゾア…一ルアポヒ皇ン
    b）願酸イヅア…一ルヒドログプレイy（ナイグビン）
2〕「メチウム」一・…普通ブイオソ

3）菌   量……24時間ブイナy培養ノ2滴
4）作用蒔間一・・2時間及ヒ｛24時間

5〕後培養地……普通寒天平板

’アポヒニン系ノ誘導髄≡ ヒドロクプレイン系
ノ誘導鰻

，」  一 ⊥一

r一
■

a

イソアミールアポヒニy ナイクピ7
■凹」』        H■し」 ’｛

寒天平板プイ才ン 寒天平板 プイオン
一

・・

ユ1

稀爆借藪

@ ＼」
2 24 2 24 24

L       山
凸．【 ’■

1：800 OO 透明 OO 透明（洗析） ．（洗析）

1：2，000 OO 透明 OO 透明1：4，000 OO
〃

O○
〃

1：8・㎜． O O 〃 OO 〃

1：16，000 O・ O 〃

糾O
〃

1：32，000 柵 O 〃 柵 借 〃

1：64．000 柵 冊÷ 微二硬濁カ 冊柵 揮濁1

11128，OOO 冊 冊溜濁 糾 柵 楓濁
1：256，000 榊 冊瀬濁 朴冊 楓濁
劃 照 州 借溜濁 併柵 掘濁
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第十二表 黄色葡萄朕球菌333．

1）試験薬物  a）頭酸イツァミールァポヒニy
      b）頭酸オイクピン
      ・）石炭酸
2）「メチウム」・一溝鰯水
3〕菌  量……24時間ブイオン培養ヂ2滴兜
4）作用時間・・…・2時間及ビ24時間
5〕後培養地・・一普通寒天千板

アポヒニy系 ヒドログプレイ
ノ誘導髄 ．＿二塁ノ誘婆鐘L

イソアミール
アポ．ヒニソ ナイクヒン 石炭酸
寒天平板 寒天平板 寒天平板

稀爆倍籔 2 24 2 24 2 24

1：200 ■ ● ■ ■ 十 O1

I：400 O O 0 O 柑 科

1：800 O O O O 冊 拙

i：1，600 ○ O O・ O 什 冊

1：3，200 O O O O 朴 冊

1・6，400 O O・ O O 榊 洲

1：12，800 O O O O ● ■

1：25，600 O ○ 什 O ● ■

1151，200 甘 O 耕 O ● ■

I1102．400 柵
○

糾
仲

PH＝6．6 PH宮6，7
■ ■

エ：204，800 併 什 拙 拙 ● ■

1：409．600 ．冊 冊 糾 冊 ● ■

1；819，200 冊 冊 俗 榊 ● ●

絢 照 朴 併 什 什 榊 糾

 師チ是二依ツチ観ルニ「イソアミ｝ルアボビニン」ノ消毒作用ハ「オイクピン」ノソレヨリモ

正二2倍強大ナルテ知ル．因二第12表二就テ観ル三石炎酸ノ消毒カハ「イソアミールアポヒ

ニン」ノ僅々500分ノ1二通ギザル事チ知ルベシ．

〔附〕以上第7表目リ鎗12表二重ル各表二朗ナルが虹ク，各物質ノ葡菌二勤スル澗毒効果ハ共作用時間

畠胴係スル事背連薗ノ場合自於クルト同様ナリ．

  （口）實験成績概括

 以上葡萄状球菌二就チノ試験管内消毒試験ノ蔵績テ概括スレバ各薬物ノ作用鰯係八大騒第

13表二示スガ如クニシテ之テ更二圖示スレバ第2圃ノ如シ．
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第十三表

岡    本

ヒ ドロクロ■〃ヒミy

アセチー〃ヒニソ

ヒ      ニ      シ

ア  ポ  ビー ニ  ン

メチールアホ．ヒニン

ェチールアボビニソ

イソアミールアボビニン

オ  イ  グ  ピ  ン

黄色葡萄状球菌

普短ブイオン

殺菌麟蜂濃蓬

1：1．000

11500ニ
テ不完全

 1：500

111．000

1：1．000

1：LOO0

1：12，OO0

1：6，000

1：1ρ00

1：500ニ
テ不完金

 1：500

ユ：2，OO0

1：1，000

1：2．000

1：24，900

＝112，000

節チ

 （1）rアポヒニン系物質

 葡萄状球菌二対シテハ「イソアミールアポ

  ヒニン」ハ格段ノ消毒作用チ星シ，共消毒

  カハrオイクピン」ノン1ノヨリ毛衡2倍強

  ク，又rヒ㌣」ノソレヨリモ24乃至48倍強

  大ナリ．

  「アぷヒニン」ト「エチールアーポヒニン」トハ

  其作用力略同等ニシテ「メチールァポヒニ

  ン」ヨ字ハ梢彊シ。両シテ「メチール誰ハ

  「ヒニン」．ヨリモ消毒力梢強大ナリ（約2ト

  1ノ比）．

 （2）rヒドロクロールヒニン．」．本剤ハ「ビニ

  ン」ヨリモ消毒作用彊ク，英ノ比ハ恰モ2

  リニ和欝ス．

 （3） 「アセチ‘ルヒニン」ハ「ヒニン」ヨリ

  モ，又rアセチールヒニヂン」ハ「ヒニヂン」

  ヨリモ消毒作用弱シ．

1：30，000

第  二  圏

1：20，O00

i：10，OC0

1：5，000

1：2，500

0

黄色葡勧蛛球菌

@昌斜λ〃
@禰竜作用
k作用＝→四時梛

ヒ  ア ヒ ア メ エ

ロ‡二言千†
ζ㌶交二歩苧
1セヒr   ボ ポ
ル テニ 』    ヒ ヒ

ヒ l y二   ニ ニ
ニ ル  ヂ   ソ ン」

y ヒ   y

 畠 ヒ
 ヂ
 y L

イ ナ
ゾ イ

ア ク
ミ  ヒ．

1 ン
ル
ア

ポ
ヒ

ン ．

i   1菌蛍育阻止濃虜艶国

一殺菌濃崖範園

          第四項 肺炎双球菌二就チノ實駄

本實験ハ肺炎双球菌（I型）二就テ行ピタリ．

  （イ）實験成績
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先ヅ肺炎双球菌（I型，以下之テ肺炎菌ト略記ス）二対スルrヒニン」及ビ「アポヒニン」並二

典「メチ」ノレー，「エチ刈レー及ビ「イソアミール誘導鰯ノ消蒜ノ」テ大序上ヒ較シタルニ刷4表

（rメデウム」ハ10劣血し粉ブイ才ン」）二示スガ如キ結果テ得タリ．

      螺
      耀
〔       刷
副     ト
H      鴬
      跳1」

      緯魑    x 榊
     ” 旨
堵   xλ■ N
出   ”11串 、
      糊
湊 ξ桑釦
      。、  ＞トト1黙 11ミミベ‡之
  x川1トヤト ヤ
産11渠ト水＼ト禦ト
絡萱轡墓萎撃墓・

ミ、

 1，I

㌦’
＼茱

、ト

ミ、

 n
勺  川
朴

 辛
 Hト

ミ、

 ll

o ’
小、
 ￥

xN

尋
緒
聾
憩

く

心
←

x

嵩

詩

ゴ川諛h十墨  1噛睡尋
     →暗鰯   心 苗糊
 繕   ト蟹宵
     、 鈍   L輻せ遜
 H       酬的寸止O

目1
糊
費萬
惑』

二寸1
も｝l
x

景

糟 寸
智 Ni
運

く

心  苛

‡「

1ミミミミ

  ≡尋
 λ1綱…簑
一 ρ一一・…一

 垢 く
   か
 K 恥
   ポ

誌一

里輿輿窺輿一類

萬

  ギ
 ＾ 糊
  蜘  →  1
  憩1d11  1
   →
   心
 ■ 朱
   、

萬

萬

  鱒    璽題薬蘂厘憂

  慧罫罫     鷺親類窺
 ．、鰯
  鎖（
  婁奏鱒     鯉鰹璽璽

  誼     窺窺璽翼
    ミ ミ ミ 昌 ミ

  膿       輿翼奥輿

           ”棟  雷         ム類
           轡、
     ミミξミさミ 亭           鞠
  鱒    ．．山里野
窓  嚢窺麗窺窺窺疑窺
 ミ   マ

脚  蓋鯉鯛璽鯛
難題思      輿車窺窺窺窺
長
  さ     ミ ミ垣
胡題鱒      璽璽璽璽璽鯉

窓   餐翼緊鷺鷺麗窺
     ミ 、
鰯   慧璽鯉璽愛国国

磐窺思       輿車窺窺
に
  ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ価

繭憂鱒       国題璽国

富麗麗璽璽類興顧璽鷺璽窺輿

〆喜「l1賛1撃薪

鰯国陸国璽憂題磨蘂璽薬薬璽

磐璽罫     輿藪輿疑疑蟹駆
．蟹  、」、へ
個

1瀬騨   鯉展鯉鯉票鯉睡

88888．8888888蟹

 凹チ右表ヂ通■麗スルニ胴淡菌二鄭シテハ何レノ物質二就デモ消毒作用テ認メ得ベク，就中

「エチールアーポヒニン」ハ典作州最モ彊大ニシテ，「イソアミールアポヒニン」ハ之二亜グモ面

モ筒1一エチール鵠二比スレバ遥二弱ク，次ハ「アポヒニン」，rメチールアポヒニン」ノ順序二

               【81】
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シテ「ヒニン」ハ其作用最モ微弱ナルテ認ム．今治薄カノ最モ張大チル「エチールアポヒニン」

ト最モ微弱ナル「ヒニン」トチ夫々其ノ殺菌並二菌獲育阻止限外濃度テ以テ上ヒ較スルニ，「エ

チールアポヒニン」ノ殺菌限界濃度ハ256，000倍，「ヒニン」ノンひハ1，000倍ニシテ英ノ比

ハ1勤256トナリ，叉前者ノ菌獲育阻止限界濃度ハ1．02斗O00－2・O斗8・000倍，後者ノソレハ

32，000倍ニシテ英ノ比ハ1勤32一一64トナルテ見ルベシ．印チ比較ノ標準テ殺菌濃度ニトルト

菌襲育阻止濃度ニトルトニョリテ此両者ノ消毒カノ比較植二著シ手差異ラ生ズルヲ知ル・

 荷叉第15表二示ス實験例ハ20劣血清ブイオン」テrメチウム」トセル場合二於クル「ヒニン」

トrメチ｝ルァポヒニン」トノ消毒ノ』ノ比較實験成績ナルガ舷ニモ亦前實駿蜘二於ケルト同様

「メチールアポヒニン」ノ消毒カハ「ヒニン」ノソレニ比シ彊大ナルテ認ム・

          第十五表 舳i炎双球菌〔I型〕

      1）試験藥物 互）鰹酸ヒニソ
             b）盤酸メチールアポヒニy
      2〕 「メチウム」・… 一・20％血1｛南フ“イテソ

      3）菌  量……24時間血清プイナy培養ノ3倍稀躍波チ2滴宛
      4）作用時間川…2及ビ24時間
      5）後培養地一・ユO％血液寒天平板

                          b

メチールアポヒニy

  11，O00片（十）

  12，OOO1冊

  ：4・0001冊

  ：8，000  拙

  ：16，000   ＋叶

  ：32，000    ＋冊

  ：64，000   冊十

 1 ：128，000    ＋叶

勤    照  拙

O
＋
1ア

十十

冊

州

冊

排

州

柵

血滴フイナン血液寒天平板

■透

湧

煽

瀕

潤

洞

洞

〃

〃

明

濁

濁

濁

濁

濁

濁

2I

O
＋
55

柵

柑

冊

冊

柑

冊

州

24

0
01
＋1
引、

十 一
目。

什

拙

耕

血滴ブイオン

冊1
糾

24

透  明

  ψ

  ψ

  〃

  〃

鯉徴二洞濁

漏  濁

潤  濁

潤  濁

 以上ノ實繊ニョリ肺炎菌二対シテハrエチールアポヒニン」ガ格段ノ消憲作用テ呈スル事テ

知リ得タルテ以テ，玖二之ト「ヒドロクプレイン系ノ之二韮擁セル誘導髄靱チ「エチールヒド

ロクプレイン」（「オブトヒン」）トノ消毒ノJテ比較セルニ鼻16表（ユO劣血清ブィォン」テ「メヂゥ

ム」トス）及ビ第17表（普通ブィオン」テ「メチウム」トス）干示スガ如キ紙果テ得タリ・

          第十六表  肺炎 双球 菌 〔I型〕

      1）試験薬物  ＾）麗酸エチールアポヒニン
             b）髄酸ナフトヒy
      2）「メチウム」……10％血清ブイナン
      3）繭  量……24時間血清ブイオン培養ノ25倍欄撃液ヂ2滴宛
      4）作剛時間・・一24時間
      5）後培養地・・・…血清プイナy（ユO％）
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＼    a    b      エチー〃アボビニン   ナ プ ト ヒ y

        l U…   一「     メチウム ■後培養地  メチウム 1後培養地
     ．＿＿、．＿．＿．．1．＿一．＿＿．．．、＿．．．＿、＿．、。．、 一＿．

稀． 、1・・」・・ ・…

 ・毛・・グ透明1透ポ透明≡透明
 1：8，OOOl ク  〃  〃  〃
     ！   1   1 1：16・000r ” 一 〃 1 〃   〃
 、、、。、。，、i、、！、ア！，、

 ・側・・r・1・ ・1・
 1112巳0001〃■〃i〃 禰濁     i  ！  」
 11256，000  〃   〃 1 〃  源 濁
 1：512，000「 〃 i濁 濁1 〃  源’濁

・：1μ卿i・ 1濁濁洞濁j淘濁
。、蝋。。。 ”r洞濁洞濁1洞濁
勘 照i濁濁繍濁1源濁㌧困濁

   鋒卜七表 肺炎双球菌〔I型〕I
1）試験藥物  a）醗晒菱工手一ルアポヒニン

     b）盤酸オプトヒソ
2）「メチウム」……普通ブイオン（PH宮7，3）

1；要用日ぶ二蝋血清ブイオン麟ノ2借稀醐ヂ1滴宛

5）後培養理，……10％血液寒天平板

稀醐籔＼

  且
エチールアポ七二ン

ブイオy

 24

血液寒天

1オブ1い1

 1 ：40，OO0

 1 ＝80．000

1 ：160．000

1 ＝320，000

1 言640，OO0

1 ＝ユ，280．000

1：2，560．0001

1 ：5，120且O00

勤  照」

ブィォy  血液寒天

透 明

 〃

 〃

 。 1

 ”1
 〃

椎洞濁

 ・  i

潤 濁1

24

O
O
＋
11

什

甘

冊

冊

冊

 24    24

透 明  O

1π 市
 〃    什

1 ”   拙

洞 濁1 冊

1源濁1鼎
r潤 濁  冊

1．i
1洞、濁」榊

即チ之二体リテ線ルニ「エチールアポヒニン」ノ肺炎菌二損スル消毒カハ「才ブトヒン」ノソ

レヨリモ更二2－4倍強大ナルチ知ル．更二叉第i8表（20劣血清ブィオン」テ「メチウム」ト
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ス）及ビ第19表（1O劣血清ブィオン」テ「メチウム」トス）ハ共二「エチールヒドロクロールアボ

ビニン」，「エチールアポヒニン」皿ビ「エチールヒドロクブ1ノイン」ノ三「エチール誘導鶴ノ消

毒作用タ比較實駿セル成績ナルガ，之二依ツチ湖ルニ「エチーノレヒドロクロールアーポヒニン」

ハrエチニルヒド・ロクプ1ノイン」ト略同等ノ消毒作用テ呈シ（或ハ前者ノ方ガ後者ヨリモ健二

弱キカ）英ノ消毒カハ「エチールアポヒニン」ノ2乃至4分ノ1二相當スルヲ認ム・

第十八表  肺炎双球菌〔I型〕

工）試験藥物

2）「メチウム」・・

3） ＾薗     一量・・

4）作用時聞一
5）後培養地一

 ・）麗酸エチーψアポヒニソ
 b）盤酸オプ1・ヒン
 C）醸甑隻エチ＿ルヒドロクローノレアポ七ニン
・…@20g白血一守善ブイオソ

ー2伽占間並満ブイオン培養ノ3借稀緯液テ2滴宛
・。、一 Q厘ビ24旧手嘔珂

・…撃潤東潔t寒天平板

㌻
稀緯倍数

  ：4，000

  ：8，OOO．

  16，OOO

   皿
エチーノレアボビニソ

血  液
寒天平板・

鈎

2㌧

1一

・1・ら…い井

1 ＝64，O00    ＋料

＝128，000  ． 十甘

：256，O00  一 剖十

＝512，000    ＋峠

  照1拙

十
4

什

朴

O
ol
O l

O
＋

71
什1
糾≡

糾

純

血  蒲
プイオン

 24

透  明

    b
 オ プ ト 七 ン

 血 液1並 滴
寒天平板 1プイ寸ン

丁・1「「
十十〇蚕I■■亙1

；料（十）○  ”

 冊  十   〃
   3
 排  十   〃

 拙  十   〃

州＾身可濁1

拙排．潤濁
1冊淵1棚濁
 冊 糾 洞 濁

   C
コ：チ・ノレ’ヒ ドロク

ロ‘’レフ’：ドヒニン

塞粁ポ争イナ誓

2 241 24

〃

〃

〃

〃

〃

〃

濁 濁

洞 濁

壮 O1透 明
十十 十「 ・

  6
冊 †i”

排ボ”
柵 十！ 〃
  1目 ；
俳 糾、溺 濁

冊 柵 洞 濁

桝 糾 濁 濁

冊 糾 濁 濁

第十九表  肺 炎 双 球 菌 〔I型〕

1〕試験藥物

2）「メチウム」・・

3〕菌  量・・

4）作用暗間・・
5）後培養地・・

 a）駿酸エチールアポヒニソ
 b）盤酸オプトヒン
 C）購酸エチー〃ヒドログロールプポヒニソ
…・ P0％血清プイナン
・… Q4時間並滴ブイオン培養ノ25拍：稀鐸液チ2滴宛
・…@2及ビ24H芽阻何

一10％血液寒天平板
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稀

   a
■ エチールアポヒニン

 一一一一■TI＝  0」
血 液 血 溝
寒天平板  ブイオン

ー一一一I－L ? 1
1224■241

・顯グ市O1透明1
 118．000

 1 ＝16，O00  ！

 ユ ：32，O00

、。も。。。1

1 ：I28，C00

1 ：256，OO0

1 ：5I2，000

ユ ＝1，024，OOO

勤  照1

斗
30

＋＋

什

冊

糾

糾

舳

糾

O
O．
十
3 1

＋
η ！

十！
11

＋i
21］
十十

州；

柵 冊」

楓   濁「耕   榊  圃   濁

濁濁i拙柵1楓濁
潤濁1柵冊濁濁  1       1

    b         C
         エチール七ドロク  ナ プ ト ヒ ン
         ロールアポヒニy

  血液＝血病血液血蒲  寒天平板  プイオy 寒天平板  プイオγ

  … 」・・ ・・…
  朴凹OT義H明TLO鹿明
         帥   」
〃  什 十！ ψ  十 十  〃
    暮「   20 20
〃 ；柵 十． 〃  冊 十  〃
    1音    1  50、
〃，糾十 〃≡糾十一〃
’、㌦‡≡一。～‡ 。
・1糾’一・1冊卓 ・
、、柵冊1混濁■排ポ濁濁

        糾 糾 濁 濁
        什 冊 溜 濁
        糾 冊 濁 濁

四二以上！剃6，I7，コ8双ビ19ノ各表二就テ「ユチールアーポヒニン」（叉ハ「オプトヒン」）ノ

消毒効果テ夫々比較対照スル二大鎧共消毒カハ「メチウム」二於クノレ血清量ノ多寡或ハ蔵量ノ

多少ニョリテ著シギ影響テ蒙ルモノニ非スト断ジ得ベシ．但シ肺炎菌二対スル消毒効果ハ作

用時間ト共二精進、スルモノナル事ハ向連薗又ハ葡菌ノ場合二於ケルト同様ニシテ，第18表及

ビ第19表ニヨツテ州カナル所ナリ．

〔附〕 「モルゲンロート及ビ「ブームケ」｛卑〕ガ「オプトヒ1ソ」ノ肺炎菌二1尉スル消毒作用テ強＝シタル成艦テ

 見ルニ「オブトヒy」ノ最小殺菌浪渡（作用24時脚）八大髄30萬乃至150萬倍稀緯液程度ニシテ，余ノ得

 タル成績二比シ「コープトヒン」ノ効果過大二見ユルハ實験牒性ノ相違ニコルモノト云フベシ。

  （口）賛．験残紙概・活

以上肺炎双球菌二就チノ試験管内消毒試験ノ戒絞ヲ概括スレバ各物質ノ作用鰯係八大鎧第

20表二示スガ如クニシテ，之テ圖示スレバ第3圖ノ如シ．

          第 二 十 表

肺炎双球菌（1型〕

  10％血清プイオン

殺菌濃度1菌按育阻止濃度
      ＼1
ヒ     ニ     シ

ア  ポ  ヒ  ニ  y

メチールアホ■七二ン

エチールアポヒニンー
イゾァミールアポヒニンj

エチール＝＝ヒドロクトルアポヒニン1

オプ ト ヒ ノ

1 ：1，OO0          1 ：32，000

］ ：32．000         1 ＝256．000

1 ：16．000          1 ：64，000

11256，OOO 1111，024，000（一112・048，000土）

1 ：64．000         1 ：256．000

1 ＝64，OO0         1 ：512．000

1 ＝64．000  1      1 ：512，000
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第  三  圃

殺

菌

力

1：200．OOO

1：100，000

1：80，000

1…60，000

1＝40，OOO

1＝20，000

0

｝

肺炎双球菌
@ 生剥メμ

@禰蔀作用
@〔㈲1に十四時1則〕

一 一一一

｝一

鞍
育
阻
止
力

1：1Mi11．

1＝500，000

1＝400，000

1：300’000

11200，OOO

1：100，000

ヒ  ア

  ポ
  b
ソ   ニ

  ン

メ

チ

ル
ア

ポ
ヒ

ン

エ
チ

〃
ア

ボ
ビ

ン

イ

ソ
ア

ル
ア

ポ
ヒ

ン

オ

プ
ト

b
ン

エア
チポ
1ヒ

ルニ

ヒン
ド

ロ

グ

1コ

ル
ll

蜘チ

（1）肺炎双球菌二靭シ「エチ｝ルアーボビニン」ハ著シク強大十ル消毒作用テ星シ，共消毒

カハ「オブトヒン」ノソレヨリ’モ荷2－4倍強大ナリ．

（2）而シテ「エチールヒドロクロールアポヒニン」ハ「オプトヒン」ト略同等ノ消毒カテ育

ス．

（3）「アボビニン」ハ肺炎菌二対シ比較的強大ナノレ消毒作州テ呈シ，其消毒カハ「イゾァモ

ールアポヒニン」或ハ「才プトヒン」ト「メチールアポヒニン」トノ中間二位ス．

              【86】
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（4）「メチールアポヒニン」ハ「ヒニン」ヨリモ消毒作用強大ナリ、

第三章 動物二割スル毒性試験

 試騒動物トシテハ專ラ鰐重〃乃至23瓦ノ純白色ノrマウス」（濁乙種）チ選ピテ之ヲ使用セ

リ．

 被輸薬物ハ総テ之テ中性髄酸騨溶液トナシ，兵種々ノ量テ「マウス」ノ皮下文ハ腹腔内二注

射シ，「マウス」鰹重20瓦二対スル各築物ノ最小致死量（叉ハ最大耐量）ヲ求メタリ．纏テ注射

後ハエ週間違綾「マウス」ノ状態テ観察セリ．

   （イ）實験成績

 先ヅ「メチールァポヒニン」ト「ヒニン」トノ蒜性テ皮下注射法（背部ノ皮下）ニョリテ比較シ

タルニ共締果ハ第21表二示スガ如シ。

   第二十一表rメチールァポヒニン」ト「ヒニン」トノ毒性比較試験〔皮下注射〕

髄二射
重鐵量
ニス

ly・・鰯メチールアホ∵竺L…麟1一・液

撫」
 O，5

（O，0038）

 0，6

（O，0045）

 O．7

（O，0053）

 O，8

（O，0060）

 0，9

（0，0067）

 1，0

（0，0075）

 1，1

（0，0083）

 1，2

（O，0091）

描鐵1
弧 量
内   一

八 （ j

絶引

1マノ   浩
三割鱈 縞
20

21

0，50

0，52

20  0．60

18  0，54

17
18
19

0，59

0，63

0，66

果

生存
〃

〃

〃

18
18
18

20
19
18

18

ユ9

19

18

18

ユ9

18

20

〃

〃

〃

O，721 ・
O，72 1  〃
O，721  〃

O，90

0・85．
0，81

O，90

0，95

0，95

：lll

．1ボ

1パ
1・20≡

〃

〃

〃

〃

〃

〃

  〃

  〃

死亡〔5■

死亡〔4制’〕

死亡〔3r

「■
マノ   漣

輝鍵i結果
20

21

20

18

17
18
19

0，50

0．52

0，60

0，54

8：器

q・・」

生存
 〃

〃

〃

〃

〃

〃

20

19

18

町901 ”
1：lll」死亡1、、、〕

18

19

19

18

18

19

0，90   生 存

O，95  死亡〔2。〕

0，95  死亡〔3つ

O，99  死亡〔30！〕

0，99  死亡〔50／〕

1，04  死亡〔45’〕

・」 ・

． 1  ．

見江蘇嵩養享r、で玉’にサニエ毒忽鼻高裂募誓ニダ巨讐茱婁振

態チ呈シ，綾イチ著シギ呼吸困難二階リ，軽度ノ芋畜瀦及ビ痙撃チ越
シ，暫時ニシテ呼扱運動ノ停止チ束ス、
此ノ際胸腔チ開クニ心臓ハ向緩徐ナがラ摺動んルチ見ル，総レドモ
幾｛可クモナクシテ心臓＾猫帳期二停止スノレモノトス．

〔註〕 緒梨鰯ノ括孤内ハ薬液注射ヨリ艶死スル迄ノ時間〔』時，㌧分〕

          【87】
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 蜘チrマウス」誰重20瓦二対スル最小致死量ハ「ヒニン」ニァリテハ0・0067瓦（O・75％溶液0・9

姥），rメチールアポヒニン」ニアリテハO－0083瓦（G・75劣溶液i・1蛇）ニシテ，「メヂロルアポ

ヒニン」ハ「ヒニン」ヨリモ毒性明カニ微弱ナルヲ認ム．

弐二回榛ノ方法ニテ「エチールアポヒニン」ト「才プトヒン」トノ毒性テ比較観察セルニ其結

果ハ第22表二示スガ如クニ㌣テ・「マウス」置豊重20瓦二餓スル最小致死量パ「オプトヒン」ニァ

リテハα0053瓦（0．75名溶液0．鳩）テルモ「エチールアポヒニン」ニアリテハ約0－006－0，006ク

瓦（O．75宕溶液O．8－0．9姥）ニシテrエチーノレアポヒニン」ハrオゾトヒ’ン」ヨリモ毒性梢微弱ナ

ルテ知ル．

  第二十二表rエチールァボビニン」トrオプトヒン」トノ毒性比較試験〔皮下注射〕

■  一

髄二射
岬縄酸エチールアれ一・液1争㌘鴛

警讐量T1間  』
|錘三艶；縫ヨ結果■

1マノ
箱1
L

0，4
18 O，36 生存 118
18 O．36 〃 18

（O，0030〕

18」O・『6 〃 18

O，5
20「O，50 〃 20

20 O，50 〃     20
（0，0038）

22 O，55 〃 22

0．6
19 O，57 〃 19

19 O，57 〃 19
（0，0045）

工9 O，57 〃 19

L ＾  H

一 一 一

O，7
21 O，74 〃 21

21 0，74 〃 21

（O，0053）
18 0，63 〃 18

O，8
22 O，88 〃 22

22 0，88 死亡〔2場 22
（0．0060）

20 0，80 20
’ 一  一    ■1 r    一一    ⊥⊥    I      －                      I」    一 ■

L’一  ■ 一 ■     ■ ’  一〇1

I o，9 17
o，771生存   ＝

ユ7

17 O．77，死亡〔2聴 17

（O，0067）
19 G，85 生存 ユ9

一  』  一 一  皿       … 川 」     ’ I I   一 … 一 一   」
＿＿＿＿一＿＿＿＿一

21 1，05 死亡〔腔〕 21
1，O

21 1，05 死亡こ〃〕 21

（O，0075）
19 O，95 1 生存

ユ9

」’＿   1  ’   一一
一 一 L     一   」     」 ’ ’

20 ］，1O 死．亡〔剛 o

L1
20 1，10 o

〔0，0083）
■ ’ 1 ’ o

両省ノ「マウス」二勤ス1レー肋1］毒症状ハ職シトー「ヒニン」

0，75％駿酸エチールヒドロク
プレイン液（オプトヒン）

   溝 「

   娠1結 果
   里一1
o，361生存
O，361 ・
0・361．」．．‘

ド0，56 ．
1。，。O  ．

 O，55    〃

0，57    〃

O．57    〃

O，57    〃

O，74

0，74

0，63

0，88

0，88

0，80

0，77

0，77

0，85

死亡（6日後）

死亡〔4．1ユ！」

死亡〔2．30！〕

死亡び〕

死亡〔7別〕

死亡〔2灼

死亡〔3つ

死亡〔幻

死亡〔雅〕

l111：！簑二：：；〕

＿L竺。⊥竺■子41」．

  ． 1  ．

 1 ． i  。

爾老ノrマウス」二勤ス1レー頼・竜樹犬一嚇ハrヒニン」ノ場合ト同様ナリ・

 更二回礒ノ1方法ニテrアセチールヒニヂン」，「ヒニデン」及ビ「アセチールヒニン」ノ毒性検

査テ行ヒダルニ第23表，第2斗表及ビ第25表二示スガ如キ結果テ得タリ・

                  【88】
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第二十三表 「アセチールヒニヂン」

ノ毒性試験〔皮下注射〕

璽動量i
一一 ス

十ル（瓦注誓

騒二射〕

 O．1

（O，OO075）

 0．2

（O，0015）

 0，3

（O．0023）

 O，4

（0．0030）

 O，5

〔0，0038）

O，75％襲酸アセチールヒニヂン液

「マノ
ウ躍気
ス重）

L
22

22

22

22

20

22

22

20

21

21

嚢璽1

0，11

0，11

0，22

0，22

0，20

α・・1

0，33
q。。1

O，42

0・421

鰭  果

生存

生存

 生存
死亡〔30’〕

死亡〔16！〕

死亡〔36’〕

死亡〔13！〕

死亡〔13！〕

死亡〔28’〕

死亡〔15！〕

20

19

q・・1死亡／・び〕

い・・1死亡11・’〕

死亡〔21’〕

死亡〔7’〕

第二十四表

 O，6

〔O，0045）

20

19

0，60

0．57

    一般中擦症状
藥液注射後数分ニシテ已二「マウス」ハ不安

状態テ星シ，呼吸ハ淺薄頻籔トナリ，漸次
ニシテ反射機能ノ昂進ヂ球シ，次テ盛二間
歌性痙撃様ノ蛍作テ反復シ最後二呼吸運動
ノ静止ト共二四肢チ前後二強ク伸展シテ難
死スー比ノ時胸腔ラー開キナ抜スルニ簡暫目缶
沁、珂藏ノ拍車璽カ・セノレヂ言忍ム．

即チ英中毒症状ノ内侍二「ヒニヂン」（叉ハ

「ヒニソ」）ト異ル融ハ著シギ痙撃褒作テ來
スニァリ．

「ヒニヂン」ノ毒性試験

〔皮下注射〕
’

髄二射 0，75％盤酸ヒニヂン渡

重封量
ニス

1マノ

桂

芸錘 妄鱈 整塵． 縞 果
L

0，6 20 0，60 生存（O，0045） 22 O，66 生存
＾’一O，7 20 0，70 生存
（0．0053） 21 O，74 生存

■一一
0，8 22 O，88 生存
（O，0060） 19 ・O，85 生存
0，9 20 O，90 死亡〔6。〕

21 o，95 生存
（0，0067） 19 O．85 生存
1，O 20 1，OO 死亡〔6刎’〕

20 1，OO I 死亡〔20。〕
（O，0075） 21 1，05 死亡〔20つ

1，1 20 1，10 死亡〔24つ
（O，0083） 22 1，20 死亡〔24っ

一般中海症状ハrヒ       一jン」ノ場合i全ク同様
ナリ．

第二十五表 「アセチールヒニン」ノ

毒性試験〔皮下注射〕

髄二射
重封量
ニス
十ル（瓦淀彗

 O，2
（O，0015）

 0，3
（O，0023）

 O，4
（O，0030つ

 0，5
（O，0038）

 0，6
（0．0045）

 O，7
（O，0053）

 σ，ぎ■
（O，O06C⊃

 o，9
（O，0067）

 1，O
（O，0075）

O，75％駿酸アセチールヒニy液

；ノ」漉

災蟄垂I 鰭  粟

21    0，21     刈三 ；i宇

・・」叩・i生存

2010，30 生存
20…30j生存
21
21

18
ユ9

20
19

18
19

0，42

0，42

O，45

0，48

 生 存
死亡〔60／〕

死亡〔］oノ〕

死亡こ30ノ〕

仏6ポ死t〔33・〕
O，57 死亡〔30ノ〕

1；実j能14111

19  0，76 死亡〔23／〕

・・i…！死亡／1・’〕

・・いμi死亡／・酎〕

    一般中毒症状
「アセチールヒニヂン」ノ場合ト殆ンド同様
ナリ．然レ’ドモ「アセチールヒニン」中毒ノ
場合ニハ「マウス」ハ特二著シク撃尾スルノ
｛頃向アル甘言忍ム．
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 副チ今「アセチールヒニヂン」ト「ヒニヂン」ノ最小致死量ヲ比較スルニ前者ニアリテハ

り刀Oユ5瓦（0．ブ5弟溶液0．2姥），後者ニァリテハ0－0067（0．75％溶液0．9姥，卯チ「ヒニン」ト同

一様ナリ）ニシテ，典毒性前者二於テ約4－5倍強犬ナルテ知ルベク，又「アセチrルヒニン」

ヲ・前掲第21表ノ「ヒニン」ト比較ス・ノバ其最小致死最ハ夫々O・003瓦（0・75％溶液O・4靖）及ビ

O．006ク瓦（O．75％溶液0．9靖）ニシテ是叉rアセチールヒニン」ノ毒性「ヒニン」ノソレ二倍加ス

ルチ認ム．副チ「ヒナアルカロイド」ノ分子中共一〇H基テrエステル化スル事ニヨリ動物二
     …       ■ ■ ● ■ ● ■ ■  ■ ● ■ ● ● ● ● ● ● ■   ■ ■ ■ ■ ■ ● ● ■ ● ● ■ ● ● ・

一聾スル毒性ノ塘彊、消毒カノ減身易等化學療法的ニハ大二不利ナル性朕テ招來スルラ知ルー
● ● ● ● ● ● ■ ■    ■ ● ■ ■ ■ ■ ● ● ■ ■ ■ ● ■  ■ ● ● ● ■ ■ ■ ● ■ ● ● ● ■ ● …

 倫余ハrエチールアポヒニン」，rオプトヒン」，rメチールアポヒニン」及ビ「ヒニン」ノO・75

、劣溶液テ「マウス」ノ麗重20瓦二就キ夫々α4－0．5姥ノ割二］日1回宛4日間二夏リ蓮縷注射

（皮下）シタルニ，「マウス」ハ外観上何等認ムベキ中毒症状テ獲スル事ナク，克ク是二耐へ得

ルモノナル事デモ薩メタリ．

      第二十六表 「イソIアミールアポヒニン」ト「オイクピン」トノ

            毒性比較試験〔腹腔内注射〕

鱒二射 1：400醒酸ナイグピン液
1：400麗酸イソアミール

重鐵量
アポヒニン液

一

ニ ス ；ノi注

P嘩到
「マノ

桂

十ル（ｮ法些
縞  果 貰鱈 射 （

ﾊ讐
鰭  果

」

0β 。、、1生存
1

19 19 O，29 生I存
（O，0008）

O，4 19 q38
P生存。，401 生存

ユ9 O，38 生存
（O，0010） 20 20

1 卿1生。存
O，5

20 q501生存 20 O，50 生存
18 O，45 生存 18 O．45 生存

（O，0013〕
20 O，50 死亡〔鮒〕 20 O，50 生存

■                                  一   」                           u                 ’一                             ’

O，6 18   一O鼎1死亡〔蜘！〕一 ・8㌦・・ 生 存

21 皿63
猿?S〔「20ノ〕町60i死亡〔9／〕   ■

Q1 ■O，63@ コ20  0石0  … 生存
（O，0015） 20 生存

『一  一 ユ ’ 」  ■ 一1  － 1’一    一 川  一一一一 卍一  一 一

O，7
19 O，66 死亡〔3．40’〕 19 O，66 死亡〔3．23’〕

18 O，63

ci
死亡〔幻 18 O，63 死亡〔20。〕

（0，0018）
20 死亡〔4つ 20 0，70 死亡〔灼

一   1  」   一         凹  1  」 1  1   ■  I  ■          ■  一  一 一         一    川 一 」 ■

］0．8 18 O，72’死亡〔I3／〕 181岬 死亡〔5測勺

（0，0020） 20 O，80 死亡〔11！〕 ・・l q・・ 死亡〔25’〕

」 ｝一
一 一一 一  一 ‘                                                      一’

0，9

19 0，86 死亡〔15’〕 19 10舶
．  」

死亡〔15！〕

（O，0023）
1

「ヒニソ」ノ中毒症状ト殆yド回
「ナイクピン」ノ中毒…缶置珂犬ト茅舎ン

機ナ可．
ド同様，（強イチ産チ球ムレバ
rイソアミールアポヒニン」ノ中．
毒症状ハ「ナイクピン」ノ場合目
潟k}速二來リ次デ漸次恢復ス
〃ノ傾アル位ノモノナリ）一
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 〔附〕「アボビニン」ヂ以テ同様ノ試験チ試ミタルモ，英成績ハ甚ダ不定ニシテ・英最大嚇量叉ハ致死量

川之テ明確二決定シ得ザリキ．之恐ラク「アポヒニン」ハ中性盤酸髄トシテハ水二難溶ナルガ敬二皮下二於

テ容易二枚澱析出シ易ク，典結果吸敢量ノ不定トナル二基因スルモノナルペシ．

 次二条ハ「イソアミールアーポヒニン」ト「オイクピン」トノ毒性テ腹腔内注射法ニョリテ比較

シタルニ筋26表二示スガ如キ結果テ得タリ、（此両者ハ共二中性蟻酸騒トシテハ水二百ナリ

難溶ナルガ敬二皮下注射法二豫ラザリキ）．

 印チ右表テ観ルニ「マウス」髄重20瓦二対スル最小致死量ハ「イソアミールアポヒニン」ニア

リテハ0．0018瓦（400倍溶液O．7姥），叉「オイクピン」ニアリテ八大証α0015瓦（400倍溶液

O－6姥）ニシテ，「イゾァミールァポヒニン」ハ「オイクピン」ヨリモ僅カニ毒性弱キラ認ム．

 〔附〕「エチールヒドロクロールァボビニン」ハ（中性騒酸騒トシテ）水二基シク難溶ナルノ故テ払テ，叉

「ヒドロクロールヒニン」ガ「ヒニン」ヨリ毛毒性弱キ事二就デハ己二「ハント」（221ノ研究アルテ以テ，此等

雨物質ノ毒性誠験ハ之テ略シクリ．

   （回）實験成績ノ概括

 戯上毒性試験ノ結果デー括シテ之テ表示スレバ第27表二示スガ如クニシテ，本試験成綾二

就キ特二注目スベキ錯ハ「エチールアポヒニン」ガ「オブトヒン」ヨリモ，叉「イソアミ｝ルア

ポヒニン」ガ「オイクピン」ヨリ＝E其毒性微弱ナルノ事費ナリトス．

第二十七表 「マウス」麗重20五二対スル各薬物ノ最小致死量及ビ最大耐量表

最小致死量 最 大 耐 量 澁檬
物  質
@     一 溶液1シテ」絶鑓（瓦） 溶液トシテ 縄動量（瓦〕 動式

エチー〃
アポヒニy

O，8－0，9c㎜30，75％ O，006－O．0067 0，7cm宮0．75％ O，0053

ナフトヒy O，7  〃  〃 O，0053 0，6 〃 〃 O，0045 皮

メチール
アポヒニツ

1．1  〃  〃 O．0083 1，O 〃 〃 O，0075
下

ヒ  ニ  ン 0，9  〃  〃 0．0067 0，8 〃 〃 0．0060

七員ヂy O，9  〃  〃 O，0067 0，8 〃 〃 0，0060 法

アセチール
ヒニソ
O．4  〃  〃 0．0030 O，3 〃 〃 0，0023

鋤

アセチール
ヒニヂソ

0，2  〃  〃 0，OOユ5 O，1 〃 〃 O，00075

イヅア…一〃 O，7cm3I：400 O，0018 0，6c㎜31：400 O，0015 腹桂
アポヒニy 腔

オイクヒIン O，6（一0，5）cm31：400 0，0015 O，5cm311400 0．OO13
内射

〔註〕O，8cm30，75％トハ0，75％溶液0，8琵ノ意．

第四章結   論

 以上連鎖状球菌，葡萄状球菌及ビ肺炎双球菌二就チノ試験管内消毒試験並二毒性試験ノ成

績ハ之テ各項ノ終リニ概括シテ言巳セルガ敬二，次二本研究ノ最モ重要ナル所見ラ摘記シテ緒

論トナサン．
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  1．肺炎双球菌二対シテ「エチールアーポとニン」ハ特異ノ消毒作用テ呈シ，其消毒カハ「オプ

トヒン」ヨリモ更二2一年倍強力ニシテ且其「マウス」二勤スル毒性ハ「オブトヒン」ノソレヨ

リモ部ツチ微弱ナリ，

 2．葡萄状球菌二対シテハ「イソアモールアボビニン」ハ其効ヵ著シク他チ優越シ，「オイク

ピン」ヨリニE正二2倍強力ニシテ「ヒニン」ヨリハ24－48倍強シ．

 3．連鎖状球菌二対シテハrイソアミールアポヒニン」ハrオイクピン」ト酪同等ノ消毒作用

テ星スルモ，爾鹸ノ物質二比スレバ遥二理大ニシテ，且其「マウス」二一封スル毒性ハ「オイク

ピン」ノソレヨリモ微弱ナリ．

 4．「メチールアポヒニン」ノ肺炎双球菌，葡萄朕球菌及ビ連鎖状球菌等ノ各病原騒二対ス

ル消毒カハ「ヒニン」（「メチールクプレイン」）ノソレヨリモ強クシテ，而モ葉「マウス」二割ス

ル毒性「ヒニン」ヨリモ郡ツチ微弱テルハ注目二値スル事費ナリトス．

 5．「ヒニン」叉ハrヒニヂン」ノ分子中ノーOH墓テrアセチール化スル時ハ試験管内消毒

カハ半減シ，動物二対スル毒性ハ邸ツチ反射二著シク増強ス，帥チ化學療法的ニハ犬二不利

ナノレ憧状テ招來ス．

 要之箪二試験管内治毒試．験及ビ動物二対スル毒性試．験ノ緒粟ヨリ推察スルトキハ連鎖状球
  ．・．．．．一．．．．■．■■■・■■○○．■…   ○．・・．．・○●・■●■■●
菌，葡萄状球菌及ピ肺炎双球菌二野スル化學療法的物質トシテハ「ヒドロクプ1ノイン系ヨリ
。   ● ● ○ ● ● ■ ● ● ■ ■ ● ● ■ ● ● ● ■ ■ ■ ● ■ ■ ● ● ● ■ ■  ■ ■ ■ ● ■ ■ ● ● ■ ■ ○

モrアポヒニン系ノ誘導麗ガー暦有利ナル樹犬ヲ有スルモノト構シ得ベシ．
○     ●   ■   ●   ●   ■   ■   ●   ■   ○   ●   ●   ●   ●   ■   ■   ●   ■   ■   ■   ●   ■   ■   ●   ■   ■   ■   ■   ●   ●   ●   ■
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